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健
康
社
会
実
現
の
た
め
の「
健
康
管
理
士
」資
格
認
定
と
啓
蒙
活
動

■
企
業
、学
校
、医
療
な
ど
で
活
躍
す
る
健
康
管
理
士

生
涯
学
習
開
発
財
団
が
後
援
し
、
日
本
成
人
病
予
防
協

会
が
認
定
す
る
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
。
健
康
管
理
・

予
防
医
学
全
般
に
わ
た
っ
て
学
習
し
、
人
々
に
健
康
指
導

を
行
え
る
人
材
を
育
成
す
る
。
社
員
研
修
に
取
り
入
れ
て

い
る
企
業
は
３
０
５
社
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
導
入
し

て
い
る
大
学
は
48
校
、
医
療
・
福
祉
施
設
で
の
採
用
実
績

は
１
６
７
施
設
に
の
ぼ
る
。

　

受
講
内
容
は
、「
健
康
管
理
学
」「
生
活
習
慣
病
の
基
礎

知
識
」「
心
の
健
康
管
理
」「
生
活
を
守
る
栄
養
学
」「
生

活
環
境
と
健
康
」「
体
を
守
る
健
康
知
識
」
と
幅
広
い
。

医
学
用
語
も
ふ
ん
だ
ん
で
難
し
そ
う
だ
が
、
丁
寧
な
指
導

に
よ
り
合
格
対
策
講
座
受
講
者
の
合
格
率
は
90
％
以
上
と

と
高
い
。
資
格
取
得
後
も
、
資
質
向
上
の
た
め
の
予
防
医

学
学
術
誌
『
ほ
す
ぴ
』
が
年
６
回
送
付
さ
れ
、
巻
末
の
記

述
問
題
に
解
答
し
て
送
る
と
、添
削
さ
れ
て
戻
っ
て
く
る
。

生
涯
学
習
と
し
て
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

　

１
９
９
２
年
に
認
定
を
開
始
し
、
現
在
ま
で
に
６
万
５

０
０
０
名
の
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
が
誕
生
。
家
庭
、

企
業
、
医
療
・
福
祉
関
係
、
学
校
や
地
域
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。さ
ら
な
る
意
識
向
上
の
た
め
、

専
門
知
識
の
習
得
を
目
指
す「
健
康
管
理
士
上
級
指
導
員
」

資
格
を
認
定
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
後
援
健
康
管
理
能
力

検
定
３
級
・
２
級
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

■
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
を
考
え
る
社
会

高
齢
社
会
と
な
り
、
生
活
習
慣
病
の
抑
制
や
医
療
費
の

削
減
が
大
き
な
社
会
課
題
に
な
っ
て
久
し
い
。
健
康
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
人
々
が
正
し
い
健
康
管
理
の
知

識
を
持
ち
、
予
防
意
識
を
持
つ
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ

う
し
た
啓
蒙
を
目
的
と
し
て
、
１
９
８
７
年
に
日
本
成
人

病
予
防
協
会
が
設
立
さ
れ
、
１
９
９
９
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
し
て
独
立
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
を
考

え
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
現
在
も
な
お
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

■
「
バ
ナ
ナ
う
ん
ち
」で
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

資
格
認
定
以
外
の
活
動
も
多
岐
に
わ
た
る
。
官
公
庁
、

自
治
体
、
企
業
、
学
校
な
ど
で
の
健
康
講
演
や
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
食
育
活
動
、
公
募
に
よ
る
地
域
自
治
体
と
の
協

働
に
よ
る
公
益
事
業
参
加
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
各
種
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
行
う
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
食
育
活
動
だ
。「
日
本
の

食
育
セ
ミ
ナ
ー
」
は
毎
年
開
催
さ
れ
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
。
13
回
目
の
２
０
１
８
年
は
、「
輝
く
“
こ
こ
ろ
”
を

つ
く
る
食
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
、
医
学
博
士
の

姫
野
友
美
先
生
の
講
演
と
、「
キ
レ
イ
を
つ
く
る
快
眠
術
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
１

５
０
０
人
近
く
応
募
が
あ
っ
た
中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た

約
８
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

ま
た
『
バ
ナ
ナ
う
ん
ち
で
元
気
な
子
』
は
、
全
国
の
小

学
校
に
出
向
い
て
行
う
、
参
加
型
の
食
育
授
業
だ
。
生
活

リ
ズ
ム
の
大
切
さ
や
健
康
的
な
食
習
慣
を
、
独
自
の
教
材

で
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
う
。
文
部
科
学
省
、「
早
寝
早
起

き
朝
ご
は
ん
」
全
国
協
議
会
、
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
全
国
協
議
会
の
後
援
事
業
で
、
東
京
都
の
助
成
金
も
受

け
て
展
開
し
て
い
る
。
平
成
25
年
に
は
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

特定非営利活動法人 日本成人病予防協会

取材にご対応いただいた広報担当
で専務理事の安村禮子氏

●特定非営利活動法人
日本成人病予防協会

〒103-0004
東京都中央区東日本橋3-5-5
TEL：03-3661-0175　
FAX：03-3669-4733
URL：https://www.japa.org/
1987年　設立（1999年よりNPO法人）
1995年　資格認定団体登録
代表者：片野善夫会長（医学博士）

ライフワイド
への扉

資 格 認 定 団 体

↓食育活動「バナナうん
ちで元気な子」は小学校
低学年向けの出前授業

第13回「日本の食育セミナー」会場風景

↑心療内科医の姫野友美
氏による基調講演

会報には学術誌『ほすぴ』が同封
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●監修者：AUNプロフィール
井上公平・井上良平。1969年大阪にて５人兄弟の末の双子と
して生まれる。1988年、和太鼓集団・鬼太鼓座（おんでござ）
に出会い、高校卒業と同時に入座。2000年に「AUN」として
独立。2009年、邦楽界で活躍する若手を集めて「AUN-J クラ
シック・オーケストラ」を結成。公演回数は国内外で1400回
以上。子どもたちに日本文化の魅力を伝えるため、全国の小
学校を訪問し、和楽器演奏と桜を植える活動もしている。

笛(篠笛/能管)
Fue

Shinobue/Nohkan

　

篠
笛
の
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
ラ
の
音
は
、
日
本
人
に
深
く
親

し
ま
れ
て
い
る
。
里
神
楽
、
獅
子
舞
、
民
謡
、
歌
舞
伎

の
下げ

座ざ

音
楽
ま
で
広
く
用
い
ら
れ
、
そ
の
響
き
は
、
の

ど
か
な
田
舎
の
風
景
か
ら
、
芝
居
の
自
決
場
面
の
悲
壮

感
ま
で
、
様
々
な
効
果
音
を
生
み
出
す
。

　

篠
笛
は
篠
竹
で
作
ら
れ
、
竹
笛
と
も
呼
ば
れ
る
。
茅

葺
き
古
民
家
の
屋
根
裏
で
１
０
０
年
以
上
燻
さ
れ
た
煤す

す

竹
が
最
良
と
さ
れ
、
丈
夫
で
狂
い
が
少
な
い
上
に
、
澄

ん
だ
音
色
が
遠
く
ま
で
響
く
と
い
う
。

　

篠
笛
の
音
高
は
「
本
」
と
呼
ば
れ
、
半
音
刻
み
で
一

本
か
ら
十
二
本
ま
で
あ
り
、
基
本
の
ハ
長
調
の
音
階
の

も
の
は
八
本
調
子
だ
。
歌
舞
伎
囃
子
な
ど
で
は
、
三
味

線
に
合
わ
せ
て
多
く
の
調
子
の
笛
が
必
要
で
、「
○
本

半
」
と
い
う
微
妙
な
高
さ
の
も
の
も
あ
る
。

　

低
音
の
笛
は
長
く
、
高
音
の
も
の
ほ
ど
短
く
な
る
。

指
穴
の
数
も
様
々
で
、
多
く
は
7
穴
だ
が
、
6
穴
や
4

穴
の
物
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
三
味
線
や
洋

楽
に
合
わ
せ
や
す
い
の
は
７
穴
と
さ
れ
る
。

　

能
管
も
竹
製
で
７
穴
だ
が
、
管
の
内
側
に
漆
を
塗

り
、
息
を
吹
き
込
む
唄
口
と
指
穴
の
間
に
管
の
内
側
を

細
く
し
た
喉の

ど

と
い
う
も
の
が
入
っ
て
い
る
の
が
特
徴
。

主
に
能
楽
に
用
い
ら
れ
る
が
、「
神
降
ろ
し
の
音
」
と

も
呼
ば
れ
る
甲
高
い
神
秘
的
な
音
が
印
象
的
で
、
歌
舞

伎
な
ど
で
も
効
果
音
と
し
て
使
わ
れ
る
。

　

歌
舞
伎
の
幕
の
下
り
る
場
面
で
、「
空
笛
」
と
呼
ば

れ
る
効
果
音
が
入
る
時
が
あ
る
。
吹
き
方
は
決
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
奏
者
の
感
性
に
任
さ
れ
る
。
篠
笛

奏
者
の
腕
の
見
せ
所
だ
。

三
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奏
者
に
聴
い
た
そ
の
魅
力

山
田
路
子  

Yam
ada M

ichiko

　

盆
踊
り
の
太
鼓
叩
き
に
惹
か
れ
高
校
で
和
太
鼓
部
に
入

部
し
ま
し
た
が
、
篠
笛
と
出
会
い
、
こ
っ
ち
の
方
が
面
白

く
な
っ
て
転
向
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
一
噌
先
生
に
出
会

い
、
先
生
は
古
典
だ
け
で
な
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
や
っ
た

り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
も
学
ん
だ
り
と
、
垣
根
の
な
い
活
動
を

し
て
い
た
の
で
、
か
な
り
影
響
を
受
け
、
ま
す
ま
す
篠
笛

や
能
管
の
面
白
さ
に
は
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

● 

笛
の
魅
力
は
？

　

篠
笛
は
祭
り
の
お
囃
子
に
も
使
わ
れ
ま
す
が
、
地
域
で

全
く
違
う
音
階
や
作
り
方
が
さ
れ
て
い
て
、
独
特
な
世
界

が
あ
っ
て
面
白
い
で
す
。

　

能
管
は
能
に
使
わ
れ
る
笛
で
す
が
、
ド
レ
ミ
音
階
で
は

な
く
系
統
だ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。「
ヒ
シ
ギ
」
と
呼
ば
れ

る
最
高
音
域
の
高
い
音
は
、
鋭
く
鳴
っ
て
、
和
楽
器
で
は

数
少
な
い
、
天
に
突
き
抜
け
る
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
音
が
魅
力
的
で
す
。

　

笛
は
職
人
さ
ん
の
所
に
行
っ
て
、
で
き
て
い
る
も
の
の

中
か
ら
選
ぶ
時
も
あ
れ
ば
、
こ
う
い
う
笛
が
欲
し
い
と
オ

ー
ダ
ー
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｕ
Ｎ 

Ｊ
で
使
っ
て

い
る
の
は
、
篠
笛
の
中
で
も
「
唄
も
の
」
と
言
わ
れ
る
、

ド
レ
ミ
の
音
階
に
合
っ
て
い
る
種
類
の
も
の
で
す
。

　

祭
り
囃
子
で
使
わ
れ
る
篠
笛
は
、
そ
の
地
域
ご
と
に
作

る
職
人
さ
ん
の
特
色
が
あ
っ
て
、
音
階
も
ド
レ
ミ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
お
囃
子
に
は
こ
の
職
人
さ
ん
の
笛
と
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
横
笛
で
も
フ
ル
ー
ト
と
は
違
っ
て
、
竹
に
穴
が
空

い
て
い
る
だ
け
の
素
朴
な
楽
器
な
の
で
、
ム
ラ
息
な
ど
素

朴
ゆ
え
の
味
わ
い
も
あ
り
ま
す
。
笛
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
も

感
じ
な
が
ら
演
奏
を
聴
か
れ
る
と
、
面
白
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

●AUN 公演情報
■AUN J クラシック・オーケストラ CONCERT 2019  ~THIS IS AUNJ~
会場　倉敷市芸文館 ホール（倉敷市中央1-18-1）
日程　2019年1月27日（日） open13:30  start14:00　
チケット　全席指定 一般¥3,000 大学生以下¥1,000（当日各500円増）
インターネット予約　https://arsk.jp/
お問い合わせ　アルスくらしきチケットセンター  TEL 086-434-0010

会場　コラニー文化ホール 大ホール（山梨県甲府市寿町26−1）
日時　2019年2月27日（水）start 18:00
チケット　全席指定 S席5,000円/A席4,500円　※未就学児童入場不可
お問い合わせ　MIN-ONインフォメーションセンター  TEL 03（3226）9999

詳細：http://www.aunj.jp/jpn/livedisc/liveinfo/schedule.html

♫音を聴いてみよう！
財団のWEBサイトで、笛の音色が聴けます。
www.gllc.or.jp/llm/magazine/wagakki/
または、左のQRコードからどうぞ。

千葉県習志野市出身。能楽師一噌流笛
方一噌幸弘氏に師事。横笛（篠笛・能
管）を用い、古典の技術を活かしな
がらオリジナルの世界を追求してい
る。2012年にはオリジナルアルバム

「mikoto ～ミコト～」、2013年に「い
ろはに笛と」をリリース。2012年か
ら自主公演「山田路子の武者修行」ラ
イブを開催。「AUN Jクラシックオー
ケストラ」のほか、「竹弦囃子」「打花
打火」にも参加している。

能管の高音の響きは、神々しさや恐怖感のほか、天空を翔けるような疾走感にゾクゾクさせられる。
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　一般社団法人  日本英語交流連盟 （The English-Speaking Union of Japan）

　

生
涯
学
習
開
発
財
団
が
助
成
金
を
支
給
し
た
日
本
英
語
交
流

連
盟
（
Ｅ
Ｓ
Ｕ
Ｊ
）
20
周
年
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
２

０
１
７
年
10
月
10
日
、国
際
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｕ
Ｊ
は
20
年
間
に
わ
た
り
日
本
人
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

目
的
は
、
日
本
人
が
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と

グ
ロ
ー
バ
ル
な
心
構
え
を
育
む
た
め
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

を
探
る
こ
と
。
満
場
の
聴
衆
に
向
け
て
、
様
々
な
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
見
識
を
披
露
し
た
。

　

元
国
連
事
務
次
長
で
Ｅ
Ｓ
Ｕ
Ｊ
副
会
長
の
明
石
氏
は
基
調
講

演
で
、
日
本
人
が
英
語
に
向
き
合
う
際
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

世
界
に
活
路
を
開
く
た
め
に
は
英
語
力
の
強
化
が
欠
か
せ
な
い

と
訴
え
た
。

■ 

英
語
の
発
音
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る
日
本
人
　

　

沼
田
Ｅ
Ｓ
Ｕ
Ｊ
会
長
の
司
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
討
論
で
は
、
日

本
人
の
低
い
英
語
能
力
を
克
服
す
る
た
め
の
心
構
え
と
教
育
方

法
の
改
善
が
、
討
論
の
中
心
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
日
本
人
の

「
恥
文
化
」「
は
に
か
み
」「
完
璧
主
義
」
と
い
っ
た
心
理
的
な

問
題
を
挙
げ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
の
掘
り
下
げ
た
議
論
が
展
開

さ
れ
た
。
一
つ
の
大
き
な
問
題
点
と
し
て
、
日
本
人
が
英
語
の

発
音
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
、
よ
り
本
質
的
なdiscourse

（
考

え
を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
）、
語
彙
、
文
法
を
軽
視
し
て
い

る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
ギ
ビ
ン
グ

ス
氏
は
、
生
徒
に
た
だ
決
ま
っ
た
英
語
の
表
現
を

反
復
さ
せ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
法
、
語
彙
、

connected speech

（
連
続
音
声
）、
さ
ら
に
筋
の
通
っ
た
立

論
を
教
え
る
よ
う
な
訓
練
が
、
日
本
の
英
語
教
師
に
は
必
要
で

あ
る
と
述
べ
た
。

■ 

若
者
は
外
国
に
行
き
な
さ
い

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
日
本
の
若
者
が
、
世
界
の

舞
台
で
英
語
を
使
い
積
極
的
に
発
言
（speak up

）
す
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い
う
こ
と
。

　

レ
ス
コ
ヴ
ァ
ル
大
使
は
、
外
国
語
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
自
信
が
つ
き
、
政
策
決
定
の
判
断
に
も
役

立
つ
と
指
摘
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
は
、
日
本

文
化
の
良
さ
を
保
ち
つ
つ
、
自
己
主
張
の
必
要
性
を
学
ぶ
こ
と

も
大
事
だ
と
指
摘
し
た
。

　

道
傳
氏
は
、
外
国
で
の
子
供
時
代
、
日
本
に
つ

い
て
の
固
定
概
念
を
打
破
す
る
た
め
、
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
と
一
緒
に
日
本
茶
を
飲
み
、
お
茶
に
代
表
さ

れ
る
日
本
の
伝
統
文
化
と
、
近
代
的
側
面
の
両
方
を
伝
え
た
経

験
を
話
し
た
。

　

英
語
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
日
本
人
に
発
言
力
を
与

え
、
世
界
に
お
け
る
日
本
の
地
位
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
。

明
石
氏
は
、
日
本
の
政
治
家
は
、
よ
り
良
い
外
交
の
た
め
に
も

外
国
語
の
習
得
が
望
ま
れ
る
と
述
べ
た
。

　

黒
川
氏
は
、
日
本
人
が
英
語
を
使
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
上
下
関
係
を
内
在
す
る
日
本
語
よ
り
も
、

喫
緊
の
課
題
解
決
の
た
め
の
障
壁
を
な
く
す
こ
と

に
役
立
つ
は
ず
と
強
調
し
た
。

　

近
藤
氏
は
、
英
語
を
使
っ
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

会
話
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
、
日
本
人
が
活
発
に
使
い
つ
つ

あ
る
こ
と
を
指
摘
。
日
本
は
よ
り
果
敢
に
、
こ
の
有
望
な
分
野

で
の
競
争
に
加
わ
る
べ
き
だ
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
若
い
世
代
に
対
し
、「
外
国
に
行

き
な
さ
い
」「
自
分
の
夢
を
追
い
な
さ
い
」「
世
界
各
地
で
苦
し

む
人
た
ち
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
な
さ
い
」「
教
育
の
機
会
を

最
大
限
に
利
用
し
な
さ
い
」「
英
語
の
メ
デ
ィ
ア
に
関
心
を
持

ち
な
さ
い
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。
明
石
氏
は
「
外

国
語
を
学
ぶ
こ
と
は
文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
。
習
得
す
る
こ

と
で
、
我
々
自
身
が
豊
か
に
な
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

『
英
語
を
使
い
世
界
に
活
路
を
開
く
』

日
本
英
語
交
流
連
盟
（
Ｅ
Ｓ
Ｕ
Ｊ
）
20
周
年
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

助成金支給

【
基
調
講
演
】
明
石
康
氏
（
日
本
英
語
交
流
連
盟
副
会
長 

、
公
益
財
団
法
人
国
際
文
化
会
館
理
事
長
、
元
国
連
事
務
次
長
）

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】
シ
モ
ー
ナ
・
レ
ス
コ
ヴ
ァ
ル
氏
（
駐
日
ス
ロ
ベニ
ア
大
使
）

ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
ギ
ビ
ン
グ
ス
氏
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ・
カ
ウ
ン
シ
ル
英
語
教
育
部
門
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

黒
川
清
氏
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
医
療
政
策
機
構
代
表
理
事
）

近
藤
正
晃
ジ
ェ
ー
ム
ス
氏
（
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー・ジ
ャ
パン・プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
同
議
長
、Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔｅｒ 

Ｊ
ａｐ
ａｎ
株
式
会
社
前
会
長
）

道
傳
愛
子
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

国
際
放
送
局 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）

【
モ
デ
レ
ー
タ
ー
】
沼
田
貞
昭
氏
（
日
本
英
語
交
流
連
盟
会
長
、 

元
駐
カ
ナ
ダ
大
使
）

基調講演をする明石氏


